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秋冬の越前町は魅力が
いっぱい
秋冬の越前町は魅力が
いっぱい

～越前町合併10周年記念～～越前町合併10周年記念～
越前まるごと元気フェア越前まるごと元気フェア
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福井県が「福丼
DON

県」を宣言！
丼が主役の丼ツーリズムを提唱！

11月15日
道の駅 「越前」 グランドオープン！

　福井の、いや、越前のおいしさが、いっぱい詰まった丼を食べに行こう！
　福井県では、ソースカツ丼に始まり、ボルガライス、しょうゆカツ丼など、様 な々丼
文化が根付いています。そして、ここ越前町には、新鮮な魚貝をつかった珠玉の
一杯があります。それが「浜の活丼」です。
　今日一番の活きのいいぴっちぴちの越前の魚を丼で！食後は、温泉や海岸線の
ドライブを満喫しよう。

　休日は、越前陶芸村で１日ゆっくり過ごしてみませんか。
　公園内には、岡本太郎やイサム・ノグチ、越前焼の窯元が作成
したアート作品が点在しています。その造形の美しさを、いろんな
角度から目やファインダーを通して楽しんでみてはいかがでしょう。
　また、陶芸教室で作陶体験をすれば、まさに気分はアーティスト！
　一息いれたくなったら、そばやコーヒーで一休み。越前焼で味わ
えばおいしさもひとしおです。
　きっと旬な地元を満喫できますよ。

第40回水仙・カニフェア（予定）
【日時】 平成27年1月24日・25日
【場所】 道の駅　越前
【内容】 越前水仙のプレゼント。かに汁の販売。
ズワイガニなどの豪華景品が当たる抽選会の開催。
ステージイベントなど（予定）

越前かにまつり
【日時】 11月15日・16日　午前9時～午後4時
【場所】 道の駅　越前
【内容】 セイコガニが一匹まるごと入ったセイ
コガニ汁の販売。ズワイガニなどの豪華景品
が当たる日本海大抽選会の開催。
ステージイベントなど

越前かに感謝祭（予定）
【日時】 平成27年3月14日・15日
【場所】 道の駅　越前
【内容】 かに汁の販売。かにの即売。
ステージイベントなど

福井県陶芸館
学んで作って味わっての３点セット。
越前焼の歴史が学べる陶芸館には、
本格的な陶芸体験のほか、越前焼の
お茶碗でお抹茶も味わえる。
☎0778-32-2174
■営 午前9：00～午後5：00
■休 月曜日･休日の翌日、年末年始

木の上の鳥
作品を見ながらコーヒーをどうぞ。
古民家を改装し、手仕事に真摯
に向き合う８人の作家の作品を
展示販売。
☎0778-32-3735
■営 午前11：00～午後5：00
■休 月曜日（祝日の場合は翌日）、
　臨時休業有

十割蕎麦　だいこん舎
自慢の蕎麦と料理をゆっくり味
わって。
地元産の蕎麦、お米、野菜をつ
かった料理を提供。コーヒーやス
イーツも人気です。
☎0778-32-3735
■営 午前11：00～午後5：00
■休 月曜日（祝日の場合は翌日）

「月の顔」 岡本太郎
芸術は爆発だ。
で有名な岡本氏の作品。

「こんにちは」 大屋光夫
越前町の陶芸家。1989年
の日本六古窯サミットで制作
された。

「チェッカープール」 田井重彦

「レインマウンテン」
イサム・ノグチ

「トラバース」 清水九兵衛
デンワなのか何なのか！
まさに芸術とは奇。
自分なりの理解を楽しんでみて。

「野に立つモニュメント」
司辻光男

岬茶屋　花のゆめ 梨子ヶ平2 ☎37-0397

越前かに専門店　かに八 玉川39-50-1 ☎37-0111

えちぜん丸太屋 梅浦114-92 ☎37-0731

海の幸食処　えちぜん 小樟3-81 ☎37-1020

かに亭　うおたけ 厨17-83 ☎37-1099

旅籠　おけや 厨70-181-1 ☎37-1434

滝の川 高佐16-19-2 ☎39-1120
町内提供店一覧 　

　アクティブハウス越前、越前がにミュージアムを含むエリア一帯が、道の駅「越前」
として生まれ変わります。
　オープンにあたり、メインとなるのが観光案内所、軽食コーナー、アンテナショップの
開設です。軽食コーナーでは、越前の朝とれ食材をつかった小鉢料理や定食を提供
します。また、アンテナショップでは、地元でとれた生鮮野菜や、水産加工品、みや
げ物が並びます。
　越前の魅力が凝縮した新スポットに、ぜひ足をお運びください。

※画像はイメージです

Echizen Collection  A/W 旬の地元を楽しもう

体験

FOOD

CAFÉ・GALLARY ひろ～い芝生広場
は爽快。

ひろ～い芝生広場
は爽快。

ヨガとかやったらヨガとかやったら

気持ちいいかも。気持ちいいかも。

丸ごと一匹セイコ
ガニ汁

丸ごと一匹セイコ
ガニ汁

濃厚なカニのダシ
が最高！

濃厚なカニのダシ
が最高！

話題のグルメ「浜の活丼」に、追い風となる新ツーリズムが始動 !

ついにオープン！ 期待のニュースポット道の駅 「越前」

2014.09.29

2014.11.15NEWS

ART

EVENTS

越前陶芸村で満足アート体験

秋冬の越前町は
　  魅力がいっぱい
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主催／えちぜん男女共同参画のつどい実行委員会　問合せ先☎34ｰ8715

　

２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
出
場
権
を
懸
け

た
来
年
の
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
グ
に
向
け
、
新
た
に
発
表
さ
れ
た

男
子
日
本
代
表
に
本
町
か
ら
3
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
同

代
表
選
考
会
は
10
月
7
日
か
ら
3
日
間
、
町
内
で
開
か
れ
、

選
ば
れ
た
の
は
高
校
生
で
唯
一
選
出
さ
れ
た
丹
生
高
校
3
年

の
近
藤
辰
徳
選
手
を
は
じ
め
、
福
井
ク
ラ
ブ
の
三
谷
元
騎
選

手
、
丹
生
高
校
出
身
で
大
学
生
の
宮
崎
俊
哉
選
手
の
3
人
で

す
。
3
人
は
11
月
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
遠
征
を
経
て
、
来

年
1
月
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
か
れ
る
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
グ

に
出
場
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
同
代
表
候
補
に
あ
た
る
Ｂ
代
表
に
も
本
町
か
ら

3
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ッ
ケ
ー
男
子
日
本
代
表
に
選
出

ホッケー男子日本代表（サムライジャパンＡ）選出選手

サムライジャパンＢ
ポジション 名　　前 所　属　チ　ー　ム
FW 渡辺　晃大 丹生高校
DF 前田　隆昭 丹生高校
MF 青山　力也 東京農大（丹生高校出身）

成年男子
1 　 回 　 戦 対北海道 3－0
準　決　勝 対香川県 0－1
3・4位決定戦 濃霧のため中止

少年男子
2 　 回 　 戦 対滋賀県（伊吹高校） 3－2
準　決　勝 対熊本県（小国高校） 5－1
決　　　　勝 対岐阜県（選抜） 5－1

成年女子
1 　 回 　 戦 対長崎県 1－2
5・7位決定戦 対栃木県 1－6

FW 近藤辰徳 選手
（丹生高校）

FW 三谷元騎 選手
（福井クラブ）

FW 宮崎俊哉 選手
（早稲田大学）

第69回国民体育大会ホッケー競技
少年男子が2年連続の優勝！成年男子は第3位！

　10月17日から21日まで、長崎県佐世保市と川棚町で第69回国民体育大会ホッケー競技が開か
れ、福井県からは少年男子（丹生高校）と成年男女の3チームが出場しました。
　少年男子は、初戦の対滋賀県戦では接戦であったものの、準決勝の対熊本県戦・決勝の対岐阜県戦
では、相手チームを圧倒し、2年連続の優勝となりました。
　成年男子は、初戦では北海道を難なく制しましたが、準決勝の香川県との対戦では、惜しくも敗れ、
第3位となりました。

〈試合結果〉

▲優勝した少年男子（丹生高校）チーム

▲3位に入賞した成年男子チーム ▲成年女子チーム
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第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体」越前町準備委員会が発足
　10月1日、生涯学習センター多目的ホールで、第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体」越前町
準備委員会設立総会が開かれ、越前町準備委員会が発足しました。
　会長に内藤町長を選出した後、越前町民の元気と力を結集し、国民体育大会の成功を目指すことや越前町
の豊富な地域資源の魅力を発信する大会とすることなどを盛り込んだ開催方針を決めました。

第73回国民体育大会越前町準備委員会組織図

総　会
【最高議決機関】

競技会の開催・運営に関する基本方針等、
事業計画・事業報告、予算・決算、

その他の審議・議決

【準備委員会構成】
会　　長 （ 1 名）

副  会 長 （ 3 名）

常任委員 （27名）

監　　事 （ 2 名）

顧　　問 （15名）

参　　与 （ 7 名）

専門委員 （48名）
常任委員会
【決定機関】

総会からの委任事項、緊急な事項、
専門委員会の設置・付託、

その他の必要事項の審議・決定

専門委員会
【調査機関】

常任委員会からの付託事項の調査・審議、
委任事項の審議・決定

【専門委員会】
　〇総務・企画（総合計画、広報計画、町民運動推進 等)

　〇競技・式典（競技運営計画、競技施設整備計画 等)

　〇宿泊・衛生（宿泊計画、配宿、医療救護、食品衛生、環境衛生 等)

　〇輸送交通・警備（輸送計画、交通、消防防災、警備 等)

委任 報告

付託・委任 報告

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

準
備
委
員
会
事
務
局

▲男子の部で入賞された皆さん

▲女子の部で入賞された皆さん

　

9
月
28
日
、
ト
リ
ム
パ
ー
ク
か
な

づ
（
あ
わ
ら
市
）
で
第
57
回
福
井
県

婦
人
体
育
祭
が
開
か
れ
、
県
内
13
市

町
の
連
合
婦
人
会
か
ら
約
５
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
送
り
競
走
や
5
種
目
競
技

リ
レ
ー
な
ど
全
部
で
6
つ
の
競
技
が

行
わ
れ
、
越
前
町
は
全
競
技
を
制
覇

し
、
昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
し
ま
し

た
。
10
月
3
日
の
町
長
へ
の
報
告
で

婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
、「
事
前
に
練
習

し
た
こ
と
や
競
技
、
応
援
に
お
い
て

会
員
同
士
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

を
発
揮
で
き
た
こ
と
が
勝
因
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
57
回
福
井
県
婦
人
体
育
祭

　

10
月
3
日
か
ら
6
日
ま
で
、
韓
国
で
ア
ジ
ア
綱
引
連
盟
主

催
に
よ
る
第
15
回
ア
ジ
ア
選
抜
綱
引
選
手
権
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
日
本
代
表
と
し
て
、
本
町
か
ら
は
、
笹
下
弘
毅
さ

ん
（
梅
浦
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
Ｍ
ｅ
ｎ
（
男
子

の
部
）
で
日
本
が
モ
ン
ゴ
ル
を
制
し

優
勝
、
Ｍ
ｉ
ｘ
ｅ
ｄ
（
男
女
混
合
の

部
）で
は
、準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

結
果

　

Ｍ
ｅ
ｎ
（
男
子
の
部
）

　
　

優　

勝　

日
本

　
　

準
優
勝　

モ
ン
ゴ
ル

　

Ｍ
ｉ
ｘ
ｅ
ｄ
（
男
女
混
合
の
部
）

　
　

優　

勝　

Ｊ
ｅ
ｏ
ｎ
ｊ
ｕ
（
韓
国
・
全
州
市
）

　
　

準
優
勝　

日
本

　

9
月
21
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
29
回
織

田
信
長
公
顕
彰
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

県
内
か
ら
55
チ
ー
ム
約
３
２
０
人

が
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
も
と
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

優　

勝　

春
江
神
聖

準
優
勝　

南
中
山

第
3
位　

久
喜
津
Ｇ
Ｂ

敢
闘
賞　

若
狭
童
里
夢

10
位
（
合
併
10
周
年
記
念
特
別
賞
）　

一
球
勝
山

ア
ジ
ア
選
抜
綱
引
選
手
権
大
会

第
29
回
織
田
信
長
公
顕
彰
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

9
月
20
日
・
21
日
、
大
阪
府
立
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

大
阪
府
立
体
育
会
館
で
第
17
回
全
国
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
男
女
優
勝
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、

伊
藤
彩
さ
ん
（
朝
日
中
）、
奥
田
深

優
さ
ん
（
織
田
中
）、
宮
地
舞
帆
さ

ん
（
越
前
中
）
の
3
人
が
Ｐ
Ｇ
Ｋ
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

　

予
選
は
1
位
で
通
過
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
は
、
1
回
戦
で
敗
退
し
た

も
の
の
、
今
大
会
優
勝
の
京
都
蒲
公

英
チ
ー
ム
を
相
手
に
、
熱
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

第
17
回
全
国
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

男
女
優
勝
大
会

　

9
月
26
日
、
越
前
町
営
宮
崎
総
合
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
10
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
町
内
か
ら
１
６
５
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
内
の
数
字
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
回
数
）

【
男
子
の
部
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

優　

勝　

細
川　

一
男
さ
ん
（
52
打
②
）

　

準
優
勝　

渡
辺　

高
松
さ
ん
（
52
打
①
）

　

3　

位　

佐
々
木
秀
男
さ
ん
（
54
打
②
）

　

4　

位　

佐
々
木
久
吉
さ
ん
（
54
打
②
）

　

5　

位　

阿
蘇
谷　

徹
さ
ん
（
54
打
①
）

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

大
矢　

栄
子
さ
ん
（
54
打
②
）

　

準
優
勝　

春
木　

久
子
さ
ん
（
55
打
③
）

　

3　

位　

源
甲
斐
栄
子
さ
ん
（
57
打
①
）

　

4　

位　

荒
木　

桂
子
さ
ん
（
58
打
①
）

　

5　

位　

三
谷
ミ
ツ
江
さ
ん
（
59
打
①
）

最
高
齢
者
賞

　

男　

子　

藤
木
弥
太
郎
さ
ん
（
朝
日
）
87
歳

　

女　

子　

三
木　

文
子
さ
ん
（
越
前
）
90
歳

第
10
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯
大
会
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9
月
30
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
12
回
織
田

信
長
公
顕
彰
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
か
ら
１
８
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
内
の
数
字
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
回
数
）

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

笠
原　

裕
道
さ
ん
（
53
打
②
）

　

準
優
勝　

和
田　

岩
夫
さ
ん
（
56
打
②
）

　

3　

位　

水
島　
　

清
さ
ん
（
56
打
②
）

　

4　

位　

坂
下　

泰
治
さ
ん
（
56
打
②
）

　

5　

位　

桑
原　

博
宣
さ
ん
（
56
打
①
）

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

加
藤
ル
リ
子
さ
ん
（
54
打
②
）

　

準
優
勝　

源
甲
斐
栄
子
さ
ん
（
54
打
②
）

　

3　

位　

古
川　

文
枝
さ
ん
（
54
打
①
）

　

4　

位　

北
川　

洋
子
さ
ん
（
57
打
①
）

　

5　

位　

高
橋　

悦
子
さ
ん
（
58
打
②
）

第
12
回
織
田
信
長
公
顕
彰

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▲男子の部で入賞された皆さん

▲女子の部で入賞された皆さん

　

9
月
28
日
、
織
田
中
央
公

園
グ
ラ
ン
ド
で
第
10
回
織
田

信
長
公
顕
彰
ペ
タ
ン
ク
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
清
々
し

い
秋
晴
れ
の
な
か
、
県
内
各

地
区
か
ら
２
１
６
人
が
参
加

し
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

決
勝
の
部

　

優　

勝　

織
田
庚
申
Ｂ
チ
ー
ム
（
越
前
町
）

　

準
優
勝　

中
津
山
チ
ー
ム
（
越
前
市
）

日
刊
県
民
福
井
賞

　

優　

勝　

織
田
庚
申
Ｂ
チ
ー
ム
（
越
前
町
）　

　

準
優
勝　

中
津
山
チ
ー
ム
（
越
前
市
）

交
流
の
部

　

優　

勝　

気
比
庄
Ｂ
チ
ー
ム
（
越
前
町
）

　

準
優
勝　

栃
川
Ｂ
チ
ー
ム
（
越
前
町
）

第
10
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

　

9
月
30
日
・
10
月
1
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
越
前
町
合
併
10
周
年
記
念
第
15
回
越
前
海
岸
荒
磯
シ
ル

バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
35
チ
ー

ム
、
総
勢
１
９
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
日
頃

の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

万お

年も

青と

（
岐
阜
県
可か

児に

市
）

準
優
勝　

ザ
・
鯖
江
（
鯖
江
市
）

第
3
位　

み
や
ざ
き
（
越
前
町
）

第
4
位　

美
浜
り
ん
ど
う
（
美
浜
町
）

第
5
位　

花
み
ず
き
（
越
前
市
）

第
6
位　

越
前
朝
日
（
越
前
町
）

第
7
位　

佐
柿
国
吉
（
美
浜
町
）

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念
賞

　

美
浜
わ
か
ば
会
（
美
浜
町
）

大
会
15
回
記
念
賞

　

白
山
ブ
ル
ー
ム
（
石
川
県
白
山
市
）

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

第
15
回
越
前
海
岸
荒あ

り

磯そ

シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会3位に入賞した『みやざき』の皆さん

入賞された皆さん

入賞された皆さん
　

10
月
11
日
、
町
営
朝
日
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
で
、
第
10
回
越
前

町
議
会
議
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
県
内
か
ら
11
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴

れ
の
も
と
、
参
加
者
は
技
を
競

い
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

第
10
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
、

栃
木
県
で
第
27
回
全
国
健
康
福

祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
（
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
県
代
表
と

し
て「
チ
ー
ム
あ
さ
ひ
」（
主
将
：

上
山
清
さ
ん
、
チ
ー
ム
代
表
：

千
秋
英
三
さ
ん
、
選
手
：

﨑

香
さ
ん
、
三
谷
義
廣
さ
ん
、
齊
藤
さ
よ
子
さ
ん
、
宮
下
和
子

さ
ん
、
丹
羽
ナ
ツ
ミ
さ
ん
）
が
出
場
し
、
全
国
の
選
手
と
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

9
月
20
日
、福
井
市
で
ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
２
０
１
４
が

開
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
に
、
越
前
町
か
ら
7

競
技
、
64
人
が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
趣
味

の
作
品
展
に
も
出
展
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ペ
タ
ン
ク　

準
優
勝　

日
本
海

絵
画
の
部　

優
秀
賞　
「
秋
日
和
（
日
本
画
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
弘
子
さ
ん

工
芸
の
部　

優
良
賞　
「
カ
バ
ン
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
辻
フ
サ
ヱ
さ
ん

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
に
出
場
！

ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
２
０
１
４

激励会にてあいさつする上山さん

　

9
月
21
日
、
朝
日
弓

道
場
で
、
第
21
回
朝
日

弓
道
場
開
設
記
念
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
町
内
外
か
ら
32

チ
ー
ム
95
人
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
大
会
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
の
部

（
上
位
8
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
て
決
定
）

　

優　

勝　

福
井
市
Ｂ

　

2　

位　

福
井
市
Ａ

　

3　

位　

丹
生
Ｆ
（
山
本
保
、
森
下
重
美
、
佐
々
木
正
人
）

個
人
の
部

男　
　

子

的
中
数

優　

勝

野
作　

忠
男
（
福
井
市
Ａ
）

７
中

２　

位

竹
内　

一
満
（
丹
生
Ｄ
）

７
中

３　

位

後
藤　

嵩
幸
（
福
井
市
Ｂ
）

６
中

４　

位

真
山　

和
三
（
大
野
市
Ａ
）

６
中

５　

位

山
口　

隼
斗
（
丹
生
高
Ａ
）

６
中

女　
　

子

的
中
数

優　

勝

森
下　

重
美
（
丹
生
Ｆ
）

７
中

２　

位

田
邊
わ
か
ば
（
仁
愛
大
Ａ
）

６
中

３　

位

杉
浦　

昭
代
（
丹
生
Ｇ
）

５
中

４　

位

嶋
谷　

宏
子
（
越
前
市
Ａ
）

５
中

５　

位

内
田　

美
空
（
丹
生
Ｄ
）

５
中

第
21
回
朝
日
弓
道
場
開
設
記
念
大
会

　

10
月
19
日
、
越
前
町
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
２
０
１
４
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
町
民
を
対
象
と
し
て
開

催
し
て
い
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で

す
が
、
今
年
は
合
併
10
周
年
記
念

事
業
と
い
う
こ
と
で
、
町
内
外
を

問
わ
ず
参
加
を
募
集
し
、
62
チ
ー

ム
２
８
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
越
前
陶
芸
村
炎
ぼ
の
館
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
た
約
8
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
途

中
に
4
つ
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ゲ
ー
ム
や
越
前
町

に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
い
た
り
し
な
が
ら
、
約
2
時
間
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

越
前
町
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
２
０
１
４

　

10
月
3
日
、
朝
日
小
学
校
で
福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

主
催
す
る
「
明
る
い
選
挙
出
前
塾
」
が
開
か
れ
、
6
年
生
75

人
が
選
挙
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
基
本
的
な
こ
と
を
学
ん
だ

後
、
架
空
の
町
長
を
決
め
る
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
の

皆
さ
ん
は
3
人
の
立
候
補
者
の
政
権
放
送
を
見
て
、
各
候
補

者
の
主
張
の
中
で
一
番
い

い
候
補
者
を
真
剣
に
選
ん

で
い
ま
し
た
。
投
票
は
、

実
際
に
使
用
す
る
投
票

箱
、
投
票
用
紙
を
用
い
て

行
い
、
開
票
作
業
も
児
童

た
ち
で
行
い
ま
し
た
。
こ

の
取
組
み
は
、
県
の
選
挙

管
理
委
員
会
が
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

朝
日
小
学
校
で
模
擬
投
票
を
行
な
い
ま
し
た
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ち
ぜ
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N
F
O
R
M
A
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　波によりブローホール
内の水位は上昇、下降を
繰り返します。
　ブローホール内水位の
上下動により排出、吸引
される空気の流れによっ
てタービン発電機を回す
ことで電力を生み出すこ
とができます。

ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
波
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
原
理

　

小
樟
地
区
で
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
が
、
海
水
が
波
力
で
地
上
に
吹
き
上
が
る
自
然

現
象
を
、
波
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
発
電
利
用
す
る
実
証
研

究
設
備
を
整
備
し
、
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
・
19
日
、
越
前
陶
芸
村
で
越
前
ま
る
ご
と
元
気

フ
ェ
ア
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

企
業
コ
ー
ナ
ー
や
物
販
直
売
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

51
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
越
前

町
内
4
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
合
同
演
奏
や
越
前
町

の
特
産
品
を
使
っ
た
新
メ

ニ
ュ
ー
決
定
戦
、
マ
グ
ロ
解

体
シ
ョ
ー
、
吉
本
新
喜
劇
の

特
別
公
演
も
行
わ
れ
、
家
族

連
れ
な
ど
で
大
変
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
に
よ
る
波
力
発
電
の

発
電
実
験
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

越
前
ま
る
ご
と
元
気
フ
ェ
ア 

〜
食
と
技
と
絆
の
祭
典
〜

寄せ波時

引き波時

　

10
月
1
日
、
玉
川
地
区
集
会
施
設
で
玉
川
区
・
血
ヶ
平
区
・

左
右
区
・
梨
子
ヶ
平
区
で
組
織
す
る
「
上
岬
地
区
を
良
く
す

る
会
」
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
代
会
長
に
選
ば
れ
た
桝
谷
桝
一
さ
ん
（
玉
川
）
は
、「
地

域
住
民
や
未
来
あ
る
こ
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地

区
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
、
暮
ら
し
や
す
い
、
綺
麗

な
ま
ち
、
ま
た
、
来
訪
者
が
満
足
し
、
ま
た
行
き
た
い
と
い

う
思
い
に
な
る
よ
う
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、
熱
意
と
行

動
力
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
上
岬
地
区
を
良
く
す
る
会
で
は
、
町
が
取
り
組
ん

で
い
る
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
県
の
ふ
る
さ
と

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
「
越
前
町
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
3

セ
ッ
ト
（
越
前
水
仙
・
絶
景
・
夕
日
）
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
協
力
し
、
官
民
一
体
で
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に
向
け

て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
組
織

「
上
岬
地
区
を
良
く
す
る
会
」設
立

　

10
月
16
日
、
朝
日
小
学
校
で
Ｊ
Ａ
越
前
丹
生
の
す
い
せ
ん

部
会
の
皆
さ
ん
が
、
児
童
ら
に
水
仙
の
栽
培
方
法
を
指
導
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
越
前
町
す
い
せ
ん
部
会
の
花は

な

育い
く

事
業
の

一
環
で
、
町
の
花
水
仙
の
栽
培
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
目

的
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
ク
イ
ズ
形

式
で
越
前
水
仙
に
つ
い

て
学
ん
だ
後
、
み
ん
な

で
プ
ラ
ン
タ
ー
に
土
を

入
れ
、
球
根
を
一
つ
ひ

と
つ
植
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
指
導

し
た
す
い
せ
ん
部
会
の

宮
本
修
会
長
は
、「
越
前

町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

厳
し
い
冬
に
花
咲
く
越

前
水
仙
の
よ
う
に
、
強

く
逞
し
く
育
っ
て
欲
し

い
。」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
、
す
い
せ
ん
部

会
で
は
、
朝
日
小
学
校

の
他
、
町
内
全
て
の
小

学
校
に
、
合
わ
せ
て
約

1
千
球
の
水
仙
の
球
根

と
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を

贈
り
、
栽
培
指
導
を
行

い
ま
し
た
。

町
の
花 「
水
仙
」 

に
つ
い
て
勉
強
し
た
よ
！

第15回

　11月8・9日の2日間、福井県立ホッケー場と越前町人工芝ホッケー場で、 第15回全日本中学生
都道府県対抗11人制ホッケー選手権大会が開催されます。
　当町が会場となって10回目となり、今年度は全国から男子23チーム、女子18
チーム、約800人の選手が参加します。
　また、今年は、熊本県で開かれた第44回全日本中学生ホッケー選手権大会で、
朝日中学校女子チームが優勝しており、福井県チームの活躍が期待されます。
　皆さんの温かいご声援をお願いします。

福井県チームの試合
男子2回戦　11月8日（土）　午後2時～
　　　　　　対 鳥取県と奈良県の勝者

【参加府県】　男子の部　（23チーム）

女子2回戦　11月8日（土）　午後1時10分～
　　　　　　対 鳥取県と京都府の勝者

【参加府県】　女子の部　（18チーム）

岩手、宮城、山形、福島、栃木、埼玉、山梨、新潟、
長野、富山、福井、静岡、愛知、岐阜、滋賀、京都、
奈良、和歌山、兵庫、岡山、鳥取、島根、鹿児島

岩手、宮城、山形、福島、栃木、埼玉、山梨、新潟、
富山、福井、静岡、岐阜、滋賀、京都、奈良、鳥取、
島根、岡山

選手名 学校名 学年
井上　優奈

朝日

3

奥本　伶奈
桑原ひなた
小林久留海
髙島　萌香
堤　　皐希
徳井　夏音
戸田　菜月
藤原　綾乃
水野　二葉
山口　明星
加藤　守悠

鯖江前田　栞奈
増田　有沙
増田　汐里
河原　愛花

朝日 2

木下亜紗美
甲野　万菜
小林　由佳
小原　梨紗
佐々木　茜
佐々木杏果
中山　穂香

選手名 学校名 学年
野村　海月 朝日

2

宮川　莉奈
上坂　唯香

織田上坂　優佳
谷口万里佳
林　　涼香
漆原　愛栞 鯖江
稲川　涼香

朝日

1

牛若　瑞帆
加藤　杏樹
木村　さき
久保　　華
佐々木　杏
舘　　茉波
徳井　愛莉
野村茉友佳
前田佳奈枝
駒野　由依

織田
杉森　奏美
谷口　菜月
古川　愛結
渡辺　　南

全日本中学生都道府県対抗１１人制ホッケー選手権大会全日本中学生都道府県対抗１１人制ホッケー選手権大会

福井県男子チーム
監　督：谷　  伸一（朝日中学校）
コーチ：赤尾  昌倫（織田中学校）
コーチ：三谷  元騎（越前町役場）
主　将：爲國  龍次

※大会の詳細は日本ホッケー協会、日本ホッケー協会
　中学校部会のホームページをご覧ください。

福井県女子チーム
監　督：吉田  能克（朝日中学校）
コーチ：水島  秀嘉（鯖江中学校）
コーチ：柳生  香奈（朝日小学校）
主　将：藤原  綾乃

選手名 学校名 学年
稲川　敬吾

朝日

3

河合　孝則
髙橋　祥太
田村　拓磨
爲國　龍次
戸田　貫太
野村　　新
松田　　歩
宮川　洸季
宮川　翔伍
山内　大輝
北野　竜也

織田佐々木龍成
谷川　和也
渡辺　大智
黒田　和宏 鯖江田村　和希
青木龍之介

朝日 2

伊藤　亮啓
井上　龍彦
今澤　佑哉
河﨑　　隆
木下　　周
小林　聖明

選手名 学校名 学年
小林　寛宜

朝日

2

小林　幹育
清水　遥斗
鈴木　幸大
髙松　尚輝
野村　泰三
藤井　洋輔
前田　瑞季
松村　拓哉
松村　風斗
吉川　　匠
山岸　理佑 織田笠川　稀里
荒井　誓也 鯖江
梅田　樹音

朝日 1

木下詩英琉
五島　聖士
小島　太一
高島　彪馬
髙松　雄飛
谷口　裕人
橋本　浩斗
吉田　敬以

スポーツ振興課　☎34 ｰ 8730問合せ先



広報えちぜん 12平成26年11月号13 広報えちぜん
平成26年11月号

期　

間　

11
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
0
５
７
０‒

０
７
０‒
８
１
０

　

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
職
場
で
の
い
じ
め
、
ス
ト
ー
カ
ー
…

　

法
務
局
職
員
ま
た
は
、人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
井
地
方
法
務
局  

人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

４
２
１
０

全
国
一
斉  

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

日　

時　

平
成
27
年
1
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら
式
典

場　

所　

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

新
成
人
対
象
者

　

平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
町
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
あ
れ
ば
、
住
民
票
が
な

く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
３
４‒

２
０
０
０

平
成
26
年
度
成
人
式
の
お
知
ら
せ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
は
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
が
気
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
、

子
ど
も
の
命
を
救
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

子
育
て
支
援
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

児
童
相
談
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
７
７
６‒
２
４‒

３
６
５
４
（
総
合
福
祉
相
談
所
）
子ども虐待防止
オレンジリボン

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得

税
法
お
よ
び
地
方
税
法
上
、

健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
26
年
1
月
〜
12
月
中
に

納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
保
険

料
な
ど
も
含
み
ま
す
。）

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家

族
（
大
学
生
の
お
子
様
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
年
末
調
整
や

確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、

日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
』
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
書
の

提
出
の
際
に
は
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん

不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３‒

１
１
２
６

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

い
じ
め
、
差
別
、
ご
近
所
問
題
な
ど
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
様
々
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と

や
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
4
日（
木
）　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場　

所　

越
前
町
役
場
別
館
1
階
ふ
る
さ
と
交
流
室

相
談
員　

越
前
町
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

問
合
せ
先　
福
井
地
方
法
務
局  

武
生
支
局　

☎
２
２‒

０
１
９
４

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

朝
日
地
区

月
田　

信
夫

森
下　

隆
子

宮
崎
地
区

大
西
由
美
子

　

ブ
ド
ウ
の
つ
る
を
ベ
ー
ス
に

木
の
実
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
飾
り
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日　
　

時

　

12
月
6
日（
土
）・
7
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

場　
　

所　

植
物
館
1
階
第
一
研
修
室

募
集
人
数　

各
日
20
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　

５
０
０
円
＋
入
園
料
金

　
　
　
　
　
（
大
人
３
０
０
円
、
中
高
生
２
０
０
円
、

　
　
　
　
　

  

小
学
生
１
０
０
円
）

申
込
・
問
合
せ
先

　

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　

☎
３
４‒

１
１
２
０

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
参
加
者
募
集

空き家実態調査結果について
　7月から8月にかけて実施した「空き家実態調査」の結果がまとまりましたので、お知らせします。

調査の目的
　空き家は人口減少・少子高齢化の進展とともに増加してお
り、防災・防犯上の問題、また景観の阻害など周辺環境へ多
大な悪影響をもたらす恐れがあります。そのため空き家の状
態・状況に応じた適正管理・利活用・除却などの対策を講じ
ていくため、正確な空き家数や建物の状態・状況など、空き
家の総体的な把握を目的として実態調査を行いました。

調査対象（空き家の定義）
　平成26年7月1日時点で、現在、特定の用途（居宅や店
舗兼住宅）として使用されていないことが常態である建物で、
その建物や同じ敷地内に常時所有者などがおらず、かつ、そ
の状態が長期間（概ね1年以上）継続されていること。

調査区域　町内全域

調査方法
　調査員が越前町内の住宅地図と比較しな
がら現地調査を行い、外観目視および周辺
の聞き取りにより、建物の立地条件、損耗
状況や周辺環境への影響度、さらには所有
者および管理者の特定を行いました。
　また、実態調査により所有者が判明した
空き家については、所有者への意向調査
を9月から10月にかけ実施しております。
意向調査の結果については集計が終わり次
第、お知らせします。

　調査対象物件数 739棟
うち空き家とみなす物件数 661棟
うち空き家に該当しない物件数 72棟
未調査物件数　　 6棟

空き家とみなす物件の損耗状況地区別の空き家とみなす物件数
調査結果（10月末現在）

A…そのまま使用可
B…若干修繕要
C…かなり修繕要
D…腐朽して危険

※目視による構造の
　腐朽又は破損の程度
　を4段階で判定

A判定
333
A判定
333Ｂ判定

167
Ｂ判定
167

C判定
97
C判定
97

D判定
64
D判定
64

0

100

200

300

400

500

600

700

空き家とみなす物件

661661

150150

4545

361361

105105

全体 朝日地区 宮崎地区 越前地区 織田地区

空き家の利活用の推進
・空き家バンクの登録促進と流通促進
・移住・定住を目的とした利活用の促進
・地域（コミュニティ）による利活用の促進

適正管理の促進
・管理不全空き家の適正管理の促進

管理不全空き家の速やかな解消
・管理不全空き家の除却促進

・
地
域
と
連
携
し
た
体
制
の
構
築
、
情
報
共
有

・
空
き
家
所
有
者
、
管
理
者
へ
の
啓
発
促
進

各
種
施
策
・
補
助
制
度
の
創
設

地域（区） 町 空き家所有者

情報の共有

町

A区

B区

C区

所有者

空き家所有者への
意向調査の実施

①管理されている空き家
②所有者に賃貸・売却意向のある空き家

①管理されていない空き家
②老朽危険空き家

空き家の利活用

空き家の適正管理・除却

空き家実態調査 意向調査 データベース化

特　定

非特定

空き家実態調査の活用法

まちづくり課　☎34 ｰ 8714問合せ先
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後期高齢者医療制度における障害認定について
　原則、75歳の誕生日を迎えられることで、自動的に後期高齢者医療制度の被保険者となりますが、下記の対象者
に該当される人は、75歳の誕生日を迎えられるまでの間、将来に向かって任意で加入および脱退することが出来ます。

※後期高齢者医療制度に加入した場合も、加入しなかった場合も、75歳の誕生日を迎えられると自動的に後期高齢者医療制度
の被保険者となり、75歳年齢到達後の任意での脱退は出来ません。

対象者…65歳以上75歳未満で、一定の障害（以下のとおり）のある人
　○障害年金の1級または2級を受給している人。　○身体障害者手帳の1・2・3級または4級の一部をお持ちの人。
　○精神障害者保健福祉手帳の1級または2級をお持ちの人。　○療育手帳A1またはA2をお持ちの人。

高齢福祉課　☎34 ｰ 8711問合せ先

　後期高齢者医療制度に加入するか否かの判断基準として、現在加入している健康保険の保険料（税）と、後期高齢
者医療制度の保険料を比較し、負担が少なくなる方を選択することが1つの目安となります。
　後期高齢者医療制度に加入した場合の保険料については、高齢福祉課にて試算しますので、お問合せください。

後期高齢者医療制度に加入した場合の主な内容
保険料  ………………………………… 加入月より、後期高齢者医療制度の保険料に切り替わります。
医療費の窓口負担  …………………… 1割（但し、現役並み所得者については3割）
重度心身障害者医療費助成制度  …… 重度心身障害者医療費の助成対象者であれば、継続します。
特定疾病療養受領証  ………………… 対象者であれば、継続して交付されます。
人間ドック助成制度  ………………… 今年度は導入しておりません。町の健診およびがん検診をご利用ください。

加入および脱退の申請に必要なもの
・印鑑（認印）　　　・障害の程度（等級）がわかるもの（各種障害者手帳、療育手帳、障害年金証書など）
・現在お使いいただいている健康保険証　　・重度障害者（児）医療費受給資格証（該当者のみ）
・特定疾病療養受領証（該当者のみ）
（注）1. 生活保護受給者は、後期高齢者医療制度の被保険者にはなりません。

2. 被用者保険（国民健康保険以外）に加入されている人が、後期高齢者医療制度の被保険者となる場合は、勤め先経由
で被用者保険の保険者に対してその旨を届け出てください。

 また、その人に75歳未満の扶養家族がいる場合、その被扶養者は国民健康保険などに別途加入することになります
ので、市町村などの担当窓口で必要な手続きを行ってください。手続きには、印鑑（認印）と、加入していた保険の
資格喪失証明書などが必要です。

3. 精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人は、手帳を更新しない場合や、手帳の等級が下がって後期高齢者医療制度の対
象外になる場合には、資格喪失の届出が必要です。

　

町
で
は
生
活
路
線
バ
ス
の
利
用
を
促
進
し
、
地
域
公
共
交

通
の
維
持
活
性
化
を
図
る
た
め
、
路
線
バ
ス(

福
鉄
バ
ス
・

京
福
バ
ス)

で
高
校
な
ど
へ
通
学
す
る
人
に
対
し
て
、
購
入

し
た
定
期
券
代
金
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

越
前
町
に
在
住
す
る
町
民
で
、
通
学
定
期
を
購

入
し
た
人

補
助
金
額　

定
期
券
（
往
復
）
1
月
分
に
つ
き
１
，０
０
０
円

※
な
お
、
越
前
地
区
の
人
に
は
加
算
額
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

指
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生
徒

手
帳
・
購
入
し
た
定
期
の
写
し
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
お
よ
び
各
住
民
サ
ー
ビ
ス

室
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
先　

ま
ち
づ
く
り
課
ま
た
は
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

※
丹
生
高
等
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
場
合
は
、
学
校
へ
申
請

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
３
４‒

８
７
１
４

バ
ス
通
学
定
期
購
入
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
と
町
が
、税
の
徴
収
率
の
向
上
や
新
規
滞
納
の
未
然
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、税
の
滞
納
者
へ
の
滞
納
処
分
や
催
告
、

納
税
に
関
す
る
広
報
活
動
な
ど
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

主
な
取
組
内
容

・
滞
納
処
分
（
差
押
）、
催
告
の
強
化

・
町
県
民
税
滞
納
者
な
ど
へ
の
県
と
町
に
よ
る
共
同
催
告

問
合
せ
先

　

福
井
県
総
務
部
税
務
課
納
税
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
５
１
５

　

越
前
町
納
税
推
進
室　

☎
３
４‒

８
７
２
２

11
月
〜
12
月
は『
県
下
統
一
滞
納
整
理
推
進
月
間
』で
す

平成26年度　越前町防火ポスター・火災予防標語優秀作品平成26年度　越前町防火ポスター・火災予防標語優秀作品

　これから冬にかけて暖房器具を使用し、火災の発生
しやすい季節になります。今一度、ご家庭の火の元を
確認して頂き、火災予防に心がけましょう。

私たちの町は私たちの手で守りたい。
越前町を守る、消防団。

11月9日（日）～11月15日（土）

朝日小1年　谷  悠帆さん

常磐小5年　荒木 望杏さん 糸生小2年　青木 心優さん 宮崎小6年　油田 桃佳さん
朝日小1年　伊藤  優さん

織田小1年　上坂 真平さん城崎小6年　島田 侑季さん織田小1年　嶋田 皐月さん

秋の火災予防運動が始まります。

消防団員募集

☆町長賞☆

☆福井新聞社賞☆

☆教育長賞☆

☆防火協会長賞☆

☆消防長賞☆

　
火
の
始
末　

し
た
と
つ
も
り
じ
ゃ　

大
違
い

朝
日
中
2
年　

上
野　

睦
生 

さ
ん

　
「
お
は
よ
う
さ
ん　

今
日
も
1
日　

火
の
用
心
」

一　
　
　

般　

今
川
美
恵
子 

さ
ん

　

ま
ず
消
そ
う　

心
の
油
断　

火
の
用
心

朝
日
中
2
年　

土
井
ゆ
う
か 

さ
ん

　

身
近
な
火　

あ
な
た
の
油
断
に　

も
ぐ
り
こ
む

織
田
中
2
年　

中
西
明
日
香 

さ
ん

　

火
事
防
止　

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
に　

目
を
こ
ら
せ

越
前
中
2
年　

塙　

健
史
郎 

さ
ん

　

放
火
魔
は　

消
し
た
と
思
う　

そ
の
心

宮
崎
中
2
年　

南　

龍
之
介 

さ
ん

最
優
秀
賞

優
秀
賞

応募総数204点火災予防標語

四ヶ浦小1年　西藤 千紘さん

宮崎小6年　橋本 千果さん

萩野小2年　吉川 慎之助さん

応募総数584点

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　　丹生分署　☎３６－０１１９
　　　　　朝日分遣所　☎３4－０１１９
　　　　　越前分遣所　☎３7－０１１９
　　　　　http://www.fd-sabaenyu.jp
HPアドレス
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朝日地区第2分団優　勝

宮崎地区第3分団優　勝

朝日地区第4分団次　勝

織田地区第1分団3　位

　10月5日、鯖江・丹生消防組合消防署丹生分署において越前消防団消防操法大会が開かれました。
　大会には各地区の消防団からポンプ車操法の部に8個分団、小型ポンプ操法の部に3個分団が出場し規律
ある動作で日頃の訓練の成果を競い合いました。大会終了後、11月8日（土）東京都で行われる全国消防操
法大会に出場する宮崎地区第1分団の操法が披露されました。

★結果は次のとおりです。

平成26年度越前消防団消防操法大会結果平成26年度越前消防団消防操法大会結果

ポンプ車操法の部

小型ポンプ車操法の部

ジェネリック医薬品に切り替えましょう
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、最初に作られた薬（先発医薬品：新薬）の特許が切れてから作
られた薬で、厚生労働省により新薬とおなじ効き目や安全性が認められたお薬です。
　町では、越前町国民健康保険加入の対象者に対し、お薬をジェネリック医薬品に切り替えた場合、自己負
担額がどれくらいお安くなるかをお知らせしています。

  対象となる人
　長期的に服用が必要なお薬を処方されている国保の加入者で、ジェネリック医薬品に切り替えた場合、お
薬の自己負担額が一定額以上安くなると見込まれる人。

  お知らせする内容
　現在処方されているお薬を、ジェネリック医薬品に切り替えた場合、お薬代の自己負担額が1か月あたり
どれくらい安くなるかの見込み額をお知らせします。

ジェネリック医薬品に切り替えるにはどうしたらいいの？
　役場からの通知を持参し、主治医や薬剤師にご相談ください。希望者には、
住民課または各住民サービス室でジェネリック医薬品希望カードを配布して
います。

　ジェネリック医薬品の価格は新薬の2～8割程度です。
　皆さんのご負担を軽減することができ、国保財政の負担
も減らすことができます。

住民課　☎34 ｰ8708問合せ先

　

町
で
は
、
町
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た
財
産

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
（
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
運
営
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
で
、公
売
を
行
い
ま
す
。

　

公
売
に
参
加
す
る
に
は
、
参
加
申
込
期
間
中
に
申
し
込
み

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
「
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」（
検
索
で
越
前
町
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
公
売
日
程

●
物
件
の
公
開
・
参
加
申
込
み
期
間　

　

11
月
5
日（
水
）午
後
1
時
〜
11
月
18
日（
火
）午
後
11
時

●
入
札
（
せ
り
売
り
）
期
間

　

11
月
25
日（
火
）午
後
1
時
〜
11
月
27
日（
木
）午
後
11
時

問
合
せ
先　

納
税
推
進
室　

☎
３
４‒

８
７
２
２

　

少
子
高
齢
化
や
財
政
事
情
の
悪
化
な
ど
か
ら
、
年
金
に
対

す
る
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
農
業
者
年
金

は
、
自
ら
が
積
み
立
て
た
原
資
と
運
用
益
に
よ
り
、
生
涯
に

わ
た
り
年
金
が
受
け
ら
れ
、
加
入
者
や
受
給
者
数
に
左
右
さ

れ
ず
、
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
安
全
・
安

心
な
公
的
年
金
で
す
。
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
受
給
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
老
後
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

○
農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
者
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を
持
た
な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。

○
保
険
料
が
自
由
に
選
択
で
き
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す

　

国
庫
補
助
を
受
け
な
い
場
合
、
保
険
料
を
月
額
2
万
円
か

ら
最
高
6
万
7
千
円
ま
で
、
千
円
単
位
で
選
択
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
加
入
者
自
身
で
い
つ
で
も
額
の
変
更
が
で
き
ま

す
。
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
り
、
年
金
受

給
の
際
に
は
公
的
年
金
な
ど
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
積
立
型
の
80
歳
保
証
付
き
終
身
年
金
で
す

　

将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を
あ
ら
か
じ
め
自
分
で

積
み
立
て
、
運
用
実
績
に
よ
り
受
給
額
が
決
ま
り
ま
す
。
年

金
は
65
歳
受
給
開
始
を
原
則
と
し
て
終
身
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

仮
に
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、

80
歳
ま
で
に
受
け
取
ら
れ
る
の
は
農
業
者
老
齢
年
金
を
予
定

利
率
で
割
り
戻
し
た
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

払
わ
れ
ま
す
。

○
国
か
ら
の
保
険
料
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
備
え
た
意
欲
あ
る
農
業

者
に
対
し
、
保
険
料
（
月
額
2
万
円
）
の
2
割
、
3
割
ま
た

は
5
割
の
国
庫
補
助
（
政
策
支
援
）
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

越
前
町
農
業
委
員
会　

☎
３
４‒

８
７
０
４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
お
知
ら
せ

農
業
者
を
応
援
す
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う
！

　
「
地
域
の
力
で
青
少
年
の
健
全
育
成
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

今
年
も
青
少
年
健
全
育
成
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
　

時　

12
月
7
日（
日
）　

午
前
9
時
〜

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
　

容

・
青
少
年
健
全
育
成
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
厨
子
供
太
鼓
」

・
講
演　

講
師 

堀
大
介
（
越
前
町
教
育
委
員
会 

学
芸
員
）

・
ポ
ス
タ
ー
展
示

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

青
少
年
健
全
育
成
大
会

〜
明
日
を
担
う
青
少
年
の
た
め
に
〜

～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～
朝日地域コミュニティ運営委員会

朝日地域コミュニティ運営委員会　☎34－7771問合せ先

　健康づくりに関心を持ち実践してもらうきっかけとして、7月
から2回のノルディックウォーキング講習会を開催しました。ノ
ルディックウォーキングは、2本のポールを使って歩行するので、
腰や足に負担がかからないだけでなく、上半身も使うので消費カ
ロリーも20％アップし、年齢を問わず楽しめる運動です。
　講習会の後、毎月第2火曜日、第4土曜日の午前9時に、町営
球技場野球場に集合して歩いており、参加者には楽に歩ける、楽
しいと大変好評です。
　ぜひ、一緒に歩いてみませんか。
ご参加お待ちしています。

ノルデックウォ－キングを始めました
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国際交流室から一言国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

国際交流室内　越前町国際交流協会　☎34 ｰ 8713問合せ先

Vol. 102

♪ありがとう　ほほえみ交流♪
　長年、町内の小学生の国際交流として行われてきたタイ王国立カセサート大学附属小学校とのほほえみ
交流事業が、今年度の第22回招聘事業をもって終了することになりました。この事業は、平成2年に当時
の朝日西小学校（現在の糸生小学校）の故竹内弘美校長とカセサート大学附属小学校との関係をきっかけ
として始まりました。翌年の平成3年には、両校の間で姉妹校交流協定が結ばれ、タイから4人の児童と1
人の引率教諭が朝日西小学校を訪れ、第1回ほほえみ交流が行われました。
　越前町になってからも交流は続き、糸生小学校１校から町内８小学校との学校間交流に拡大して行っ
てきました。
　今回、5人の児童と1人の引率の先生が、9月21日から29日までの9日間を町内で過ごしました。交流発
祥校である糸生小学校では、最後の訪問に間に合うようにと、今までの交流に関する思い出の品々を展示
するスペースを整備し、歓迎会では児童交流に合わせ、交流のきっかけになった故竹内弘美校長と当時の
PTA会長であった故渡辺恭行氏の近親者に感謝状が贈られました。
　タイ王国立カセサート大学附属小学校と町内各小学校との相互交流は今年度で終わりますが、タイとの
交流が全く途絶えたわけではありません。交流で知り合った児童達は、フェイスブックなどインターネッ
トで繋がり、お互いの近況を報告し、将来はタイへ行きたい、日本へ来たいという声も上っています。
　最後に、交流の最初にご苦労をされた当時の朝日西小学校の関係者の皆さん、ほほえみ交流を守ってき
た糸生地区の皆さん、またこの事業を支えてくださった全ての皆さんに感謝を申し上げるとともに、越前
町に多くの思い出を残してくれたカセサート大学附属小学校の皆さんにもお礼を申し上げます。

糸生地区の協力者をはじめ、留学生を受け入れた町内の
ホストファミリーや小学校、保育園など、多くの人が交
流を支えました。

糸生小学校に設けられた、ほほえみ交流を紹介するス
ペース。タイから贈られたパネルや人形など、数々の記
念品が展示されています。

カセサート大学附属小学校での授業。教師だけでなく、
クラスの皆が先生となって教えてくれました。

（平成25年、第21回派遣）

ほほえみ交流がきっかけで始まった、植樹事業。今では、
越前町と交流する豪州や米国など他の地域からの訪問者
も皆、糸生地区にある「交流の森」で植樹を行っています。

主催　越前かにまつり実行委員会（越前町観光連盟内）　問合せ先　☎37ｰ1234

平成26年度 工事等発注一覧（250万円以上） 9月16日～10月15日
工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成26年度町道大樟道口線拡幅測量・調査・設計委託業務 5,076,000 円 北電技術コンサルタ
ント㈱　福井支店 建 設 課

平成26年度町道米ノ厨線拡幅測量・調査・設計業務 4,482,000 円 ㈱サンワコン 建 設 課
平成26年度町道道口厨線道路維持補修工事 3,693,600 円 ㈱大生 建 設 課
平成26年度町道大谷寺線道路維持補修工事 3,196,800 円 ㈲江指組 建 設 課
平成26年度町道小倉・大谷寺線道路維持補修工事 2,970,000 円 ㈲江指組 建 設 課
平成26年度西田中駅前団地給排水管改修工事 15,876,000 円 ㈱丸安建設 住宅政策室
平成26年度気比庄土地区画整理事業造成工事 6,534,000 円 ㈱丸安建設 住宅政策室
平成26年度宮崎地区配水管布設その２工事 13,824,000 円 ㈱丸安建設 上下水道課
平成25年度（繰）公共下水道事業宮崎東部処理区管路布設工事（その３） 5,475,600 円 斉藤建設㈱ 上下水道課
平成26年度栃川地区排水路整備工事 4,557,600 円 ㈱丸安建設 農林水産課
平成26年度林道中・笈松線舗装工事 4,514,400 円 山中建設㈱ 農林水産課
平成26年度江波地区農地防災工事 4,482,000 円 國成建設㈱ 農林水産課
平成26年度商店街街路灯整備工事 9,396,000 円 越前電気㈱ 商工観光課
平成26年度越前水仙を活かしたまちづくり整備工事測量設計業務委託 6,004,800 円 ㈱サンワコン 商工観光課

平成26年度越前岬線歩道改修工事測量設計業務委託 2,376,000 円 ㈱東洋設計
福井支店 商工観光課

平成26年度四ヶ浦小学校校舎改修工事 17,280,000 円 ㈱大生 学校教育課
平成26年度織田中学校屋内運動場改修工事 15,984,000 円 ㈲ニューチップ 学校教育課
平成26年度越前中学校屋外運動場改修工事 14,882,400 円 岬建設㈱ 学校教育課

監理課　☎34 ｰ 8719問合せ先
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越
前
町
内
外
か
ら
織
田
陶
房
わ
づ
み
館
に
集
ま
っ
て
、
う

つ
わ
や
オ
ヴ
ジ
ェ
な
ど
作
品
制
作
に
励
ん
で
い
る
人
々
の
作

品
発
表
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会　
　

場

　

越
前
町
織
田
交
流
館

　
（
織
田
文
化
歴
史
館
と
な
り
・
雨
田
光
平
記
念
館
2
階
）

期　
　

間　

11
月
8
日（
土
）〜
15
日（
土
）

開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

※
初
日
8
日
は
午
後
1

時
開
館
、
最
終
日
は

午
後
0
時
閉
館
と
な

り
ま
す
。

観
覧
料　

無
料

問
合
せ
先

　

織
田
陶
房
わ
づ
み
館

　

☎
３
６ｰ

１
９
２
２

第
11
回
わ
づ
み
館
作
品
展

去年の作品展

「
新
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

　

平
成
25
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
に

関
連
す
る
館
蔵
資
料
や
正
月
、
干
支
に
関
連
す
る
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期　
　

間　

　

11
月
22
日（
土
）〜
平
成
27
年
3
月
22
日（
日
）

開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

（
た
だ
し
11
月
24
日
・
1
月
12
日
は
開
館
し
、
11
月
25
日
・

  

1
月
13
日
を
休
館
と
い
た
し
ま
す
）

　

12
月
24
日
・
12
月
28
日
〜
翌
年
1
月
4
日
・
2
月
12
日

観
覧
料

　

一　

般　

１
０
０
円

　

団　

体   （
20
人
以
上
）
80
円

　

共
通
券   （
と
な
り
の
文
化
歴
史
館
が
見
学
で
き
ま
す
）

　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
中
学
生
以
下
、
70

歳
以
上
の
人
は
無

料
で
す
。
入
館
の

際
、
受
付
で
年
齢

の
わ
か
る
も
の
を

お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ
先　

　

雨
田
光
平
記
念
館

　

☎
３
６ｰ

２
６
６
６

　

記
念
館
で
は
展
示
替
作
業
の
た
め
、
次
の
期
間
臨
時
休
館

い
た
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

臨
時
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
織
田
文
化
歴
史
館

（
☎
３
６-

２
２
８
８
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
休
館　

11
月
18
日（
火
）〜
21
日（
金
）

問
合
せ
先　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６ｰ

２
６
６
６

雨
田
光
平
記
念
館　

テ
ー
マ
展
開
催
の
お
知
ら
せ

雨
田
光
平
記
念
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

動脈硬化検査　予約受付中！ 健康公開講座

越前町生涯学習センター
午後2時30分～3時15分

「予防接種で子供を守ろう」
午前10時～午後0時30分
４０歳～７４歳までの人で
今年の健診を受けた人　今年の健診を申し込んでいる人

５００円

場　所
特別講演受付時間

対象者

料　金

血管の硬さやつまり具合をみる検査です。 各講演のほか、特別講演も
開催されます。

はしもと小児科クリニック  橋本剛太郎 先生

詳しくは、ちらしをご覧ください。

いきいき健康フェアいきいき健康フェア＆＆健康公開講座健康公開講座
11月23日（日）
健 康フェア：午前10時～午後０時30分
健康公開講座：午後1時30分～午後3時35分

越前町合併10周年記念越前町合併10周年記念

越前町
生涯学習センター

日　時 

毎年、好評！

場　所

フッ素塗布予約受付中！
「歯」の質を強くする液を５分間機
械で塗ります。

3歳～小学６年生

無料

対象者

キッズ写真募集中！
お子さんの
写真を飾って
みませんか？

●台紙は、役場・各子育て支援センター・各保育所（園）に置いてあ
ります。（お手持ちのＡ４サイズの用紙を使われても結構です。）
●11月18日（火） で 、役場・各子育 支援 ー・各保育所
（園）へ、 持 だ 。

町内の３歳までのお子さん対象者

料　金

定員
100人

定員
 50人

健康増進室  ☎36 ｰ 1375　保健衛生課  ☎34 ｰ 8710申込・問合せ先

★ ★★
★

「心をいやす相談会」のご案内  

保健衛生課　☎34 ｰ 8710申込・問合せ先

11月28日（金）
午後1時30分～午後4時

宮崎コミュニティセンター

1人４５分程度
（秘密は厳守します）

無　料

千
せん

崎
ざき

　愛
あい

 さん（臨床心理士）

予約制（匿名でも可）

日　　時 カウンセラー

申し込み
場　　所

相談時間

料　　金

　「眠れない日が続いている」「ひどいストレスを感じている」「人間関係で悩ん
でいる」「気持ちが落ち込んでいる」などつらい気持ちを自分ひとりで抱えていま
せんか？カウンセラーと話をすることで、解決の糸口が見つかることもあります。
　お気軽にご相談ください。ご家族の皆さんの相談にも応じます。

子どもの発達相談や、スクールカウン
セラー、大人のストレス相談など幅広い
経験をもった臨床心理士が応じます。

11月11月のの越前陶芸村文化交流会館イベント情報

　11月の休館日  4日・10日・17日・25日
　開館時間  午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

常時100点以上ある越前焼作家のコーヒーカップの中から
お好きなカップを選んで珈琲が楽しめるセルフカフェ
陶芸公園を眺めながら、ゆったり…のんびり…

珈琲サロン「Self Café  越前焼で珈琲時間」
好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！（常設）

入館無料
陶芸村の黄色い

建物といえば



麦わらに夏のにおいが吹きぬける 松村　典子
美しい噂残して逝った人 武藤　久子

みだれ髪ちょいと隠している帽子 竹内　涼子
誘われる旅を断る膝小僧 山田千栄子 広報えちぜん 22平成26年11月号23 広報えちぜん
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◎成人
•果物から80キロカロリー（表1）
•調味料などの砂糖（糖）類（菓子類、
飲料類など）から２０ｇ（表２、３参照）

◎血糖が高い人、糖尿病の人、６０歳以上の人
•果物から80キロカロリー
•調味料などの砂糖類（菓子類、飲料類など）から
 １０ｇ（表２、３参照）

こちらこちら
健康増進室健康増進室 みんなで予防！糖尿病みんなで予防！糖尿病

　インスリンを守るためには糖質の摂取量、特に血糖値を上げやすい「単純糖質」の摂取量を守ることが大切　インスリンを守るためには糖質の摂取量、特に血糖値を上げやすい「単純糖質」の摂取量を守ることが大切
です。単純糖質を摂りすぎると血糖が上昇し、インスリン分泌を促進するため、すい臓に負担がかかり、疲労しです。単純糖質を摂りすぎると血糖が上昇し、インスリン分泌を促進するため、すい臓に負担がかかり、疲労し
てしまいます。そのため適度な量を心がけましょう。てしまいます。そのため適度な量を心がけましょう。

第8回

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

糖質の摂取量を守る糖質の摂取量を守る 保護者の里帰り出産などにて乳幼児が県外で定期予防接種を受けた場合、接種費用の助成を行います。

●予防接種費用 助成申請

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

言葉や発達がゆっくりだと思われるお子さんを対象にした個別相談会を実施しています。
お子さんの特性に合わせた支援を、こころの先生（心理相談員）と一緒に考えてみましょう。

お気軽にご参加ください。

社会福祉支援室　☎34 ｰ 8724申込・問合せ先

11月27日（木）  午後1時～4時
朝日保健センター

臨床心理士

約30分～１時間の個別相談です

無　料

予約制

日　時 相談時間

場　所

スタッフ

料　金

申込み

★★「発達相談会」のお知らせ「発達相談会」のお知らせ★★

助成対象者 助成対象期間

必要な書類

助 成 額

1. 特に管理を要する疾患のある人
2. 保護者が里帰り出産をした人
3. やむを得ない事情がある人
　 （事前にご相談ください。）

平成26年10月1日以降に
実施した予防接種が対象

予防接種費用助成申請書兼請求書（窓口にあります）
予診票の写し（接種した医療機関から受け取ってください）
領収書原本（接種日、ワクチン名、料金、医療機関名が記載されているもの）
予防接種済証（母子手帳の写しなど）
振込先金融機関通帳と印鑑

接種日から1年以内に申請してください。

福井県内医療機関への委託料
を上限とします。

○健康診査を受けることができる人は、次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳～74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人
 　（必ず事前に申し込んでください）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず事前に申し込んでください）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行っています。
　各検診日の3日前までに電話でお申し込みください。
　＊大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
   ＊健康診査と同じ時間帯に、肝炎ウイルス検査および前立腺がん検診（血液検査）を実施しています。

健康増進室  ☎36 ｰ 1375　　保健衛生課  ☎34 ｰ 8710問合せ先

成人の健康診査成人の健康診査

実　施　日 会　　　　場 受付時間 健康
診査

肺がん
検診

胃がん
検診

乳がん
検診

子宮頸
がん検診

11月30日（日） 宮崎コミュニティセンター

 8：30～　9：30 ●

　9：00～ 10：00 ● ●

　9：30～ 10：30 ● ●

12月17日（水） 織田コミュニティセンター

 8：30～　9：30 ●

　9：00～ 10：00 ● ●

13：00～ 14：00 ● ●

１日に摂取できる単純糖質の目安量

特に血糖が高い人は、糖質の
量を知って上手に利用しましょう。

県外県外でで受受けたけた予防接種費用予防接種費用をを助成助成しますします

天然果汁ジュースはヘルシーだと思って天然果汁ジュースはヘルシーだと思って

いたけど、 意外に糖量が多くてびっくり ！いたけど、 意外に糖量が多くてびっくり ！

この表を冷蔵庫に貼っておこうっと。この表を冷蔵庫に貼っておこうっと。

　　　表1
　　 80キロカロリーとなる果物の目安
品　名 目　安　量

な　し 200g（小1個）

みかん 180g（2個）

りんご 150g（中半分）

甘　柿 130g（1個）

バナナ 100g（中1本）

巨　峰   80g（8 ～ 10粒）

干し柿   30g（1個）

　　　表2
　　 菓子類の糖量の目安
品　名 量の目安 糖 量

あ 　 め 2個（10g） 10g
大 　 福 1個（70g） 12g
まんじゅう 1個（50g） 18g
ゼ リ ー 1個（120g） 18g
ショートケーキ 1個（100g） 30g
あ ん パ ン 1個（100g） 28g
ジャムパン 1個（80g） 23g
水ようかん 2切（50g） 17g

　　　表3
　　 飲料類の糖量の目安
品　名 量の目安 糖 量

乳酸菌飲料 1本（65cc）   8g
栄養ドリンク 1本（100cc） 15g
黒酢ドリンク 1本（125cc） 15g
天 然 果 汁 1本（200cc） 25g
野菜ジュース 1本（200cc） 13g
缶コーヒー加糖 1本（190cc） 15g
コ ー ラ 1本（500cc） 57g
日 本 酒 1本（180cc）   9g
缶 ビ ー ル 1本（350cc） 10.5g
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やんわりと断る妻の強
したた

かさ 司辻　文子
大会の勝利の笑顔美しい 向當みつ子

茜空鳥との調和絵の様に 山内　千代
内村の全ての技が美しい 山谷　ゆり 広報えちぜん 24平成26年11月号25 広報えちぜん
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一期一会（いちごいちえ）

子育て支援課  ☎34－8725問合せ先

11月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

特別番組

◎ 「丹南歴史探訪アーカイブス」
劔神社御鎮座1780年奉祝記念大祭①
【11月10日（月）～11月11日（火）】
劔神社御鎮座1780年奉祝記念大祭②
【11月12日（水）～11月14日（金）】
8：30～、13：30～、17：30～、20：30～

◎ 「越前町いきいき情報局」
越前町合併10周年記念
えちぜん男女共同参画のつどい
【 11月1日（土）～11月21日（金）】
道の駅「越前」オープン
【 11月22日（土）～12月5日（金）】
•毎日　7：55～、12：55～、19：55～

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール：smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL　http://www.t-catv.co.jp

◎ 「土曜の朝はまいどわいど生放送」
道の駅「越前」・越前かにまつり
【11月15日（土）】
•生放送　10：00～　•再放送　15：00～、22：00～

◎ 「丹南のお店情報 みせばん」
ハレノヒ（菓子）
【 11月29日（土）～12月5日（金） 】
•月～金曜日　8：40～、13：40～、17：40～、20：40～
•土・日曜日　8：40～、13：40～、18：40～

◎ 「Jr. ＋（ジュニアプラス）」
糸生小学校・タイ国立カセサート大学
付属小学校「ほほえみ交流事業」
【11月1日（土）～11月7日（金）】
•毎日　9：00～、12：00～、19：00～

※その他の番組の放送予定は、
電話またはホームページでご
確認ください。

★「月」と「星」をテーマに図書展示★
　織田分館では、現在、所蔵している図書のうち「月」と「星」が題名につく小説
の中から選りすぐったものを特集し展示を行っています。
　館内には特集小説の書名や著者名を一覧にしたリストも併せて展示しています。
　読書しながら深まる秋を満喫しませんか？

織田分館の雑誌を無償提供します

　保存期間が終了した雑誌を図書館利用の
皆さんに提供します。
　ご希望の雑誌をお持ち帰りいただけます。

期　間　11月14日（金）～ 30日（日）

場　所　織田分館カウンター前

雑　誌　オレンジページ・きょうの料理・
　　　　サライ・家の光など

新しい新しいDVDDVDが入りましたが入りました

●カンフーパンダ1・2
●トムとジェリーテイルズ1～ 4
●トイストーリー 2・3

DVDは織田分館の
視聴覚コーナーで
ご覧になれます。

織田分館の視聴覚
コーナー

日　時 11月29日（土）
午前10時～ 12時 （午前9時30分～受付）

場　所 越前町生涯学習センター（内郡13‒19‒3）

内　容 ●妊娠中のからだの変化と栄養の話
●ヘルシーランチの試食
※妊婦模擬体験、赤ちゃん抱っこ体験もできます

料　金 無料

持ち物 ●母子健康手帳

申込み 11月27日（木）までに
電話でお申し込みく
ださい（予約制）

※パートナーやお子さんと一緒の
参加も可能です。

 お申し込みの際にお知らせくだ
さい。

健康増進室　☎36 ｰ 1375申込・問合せ先



妊娠中は心もからだも大きく変化します。
この時期を不安なく過ごし、安心して新しい家族を

迎えられるよう、町ではマタニティスクールを実施しています。

ぜひご参加ください。ぜひご参加ください。

妊娠中は心もからだも大きく変化します

ママタタニニテティィススククーールルののおお知知ららせせ

　誰しもお聞きになったことのある言葉だと思いますが、茶道を究
めた千利休の発した名言とされています。「期（き）」とは、ある一
定の時間のまとまりをいいますが、「一期（いちご）」というと、人の

生まれてから死ぬまで、一生という期間を意味します。「一期一会」は「一生に一度会うか会わな
いか」ということで、だからこそ、こうして会う機会は人生一度きりかもしれないから、大事に
しなくてはいけない。そういう心持ちで人と接しなさい、ということです。
　ふだん、保育園を営んでいると、もちろん子どもたちと保育者との毎日毎日の生活・遊び・泣き
笑いの積み重ねではありますが、赤ちゃんで入園してきた子も、あっという間に卒園か。…など
と思っていたら、もう中学校に上がるのか、なんてことの繰り返しです。一日一日を長く感じる
こともあれば、一年二年の時の経過を早いと実感することもあります。保育者や教員でも、ある
子を担任するのは、お互いの年齢や立場がたまたま合致することで訪れる、出会いの縁ですよね。
この出会いはありがたく、大切なものだな、とあらためて思うわけです。

　家庭での子育ても同じこと。いや、学校や保育園などとは比べものにならないくらい大切な大
切な出会いです。言うことを聞かなくて腹が立つこともあれば、我が子の大きな成長に涙するこ
ともあるでしょう。そんな我が子も年齢が上がれば進学や就職で、親元で一緒に暮らすこともな
くなる日が来ます。部活動などもなく、特に毎日親と一緒にいる子どもの幼少期は、おそらく子
どもの人生でも親とべったりするわずかな期間かもしれません。子どもと過ごす期間も、また「一
期一会」です。子育ては楽なものではありませんが、今しかできない会話、今しかできない泣き
笑いを「楽しめる」子育てになるといいですね。仕事でなかなかゆっくり子どもと接することの
できない親にあっても、接することの時間だけは「一期一会」と心得て、今しかできない子ども
との付き合いを楽しんだらいいのです。

子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e



お
く
や
み

新
し
い
家
族
で
す

実　施　日 場　　所 電話番号

11月11日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

11月12日（水） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

11月12日（水） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

11月11日（火） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

11月12日（水） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

11月11日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

11月11日（火） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 日 午 前 中 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。
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11
月
と
い
え
ば
越
前
が
に
漁
の
解
禁
で

す
。
6
日
の
解
禁
を
控
え
た
、
5
日
の
夜
10

時
ご
ろ
に
港
か
ら
一
斉
に
漁
船
が
出
港
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
は
解
禁
日
を
海
上
で
迎
え
て
、

す
ぐ
に
漁
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

私
も
セ
イ
コ
ガ
ニ
が
大
好
き
な
の
で
今
か
ら

待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
15
日
・
16
日
の
「
越
前
か
に

ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ

ス
越
前
・
露
天
風
呂
「
漁
火
」
の
中
に
道
の
駅

「
越
前
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
観
光
案
内

コ
ー
ナ
ー
の
他
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
や
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
備
え
、
越
前
海
岸
の
観
光
の

中
心
地
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
近
く
に
お
越
し
に
際
は
、

ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（10月1日現在）

　

10
月
18
日
・
19
日
に
開
か
れ
た
「
越
前
ま
る

ご
と
元
気
フ
ェ
ア
」
で
の
一
コ
マ
で
す
。
両

日
と
も
大
人
気
だ
っ
た
越
前
町
新
メ
ニ
ュ
ー

決
定
戦
の
投
票
で
は
皆
さ
ん
と
て
も
迷
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
目
玉
と
な
っ
た
「
吉
本
新
喜
劇
」

の
公
演
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
詰
め
掛
け
、

本
場
の
笑
い
を
堪
能
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
く
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
は
秋

の
越
前
陶
芸
村
で
越
前
町
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

人　口 23,051人

　男 11,130人
　女 11,921人
世帯数 7,344戸

（前月より8人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）
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佐
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學
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ヅ
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等
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静
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木
利
志
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さ
ん
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前
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隆
さ
ん
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八　
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藤
と
き
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ツ
ジ
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中
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さ
ん
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靜
子
さ
ん
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カ
ズ
コ
さ
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90
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場　

林　

は
つ
い
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山
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絹
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子
さ
ん
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88
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山
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義
雄
さ
ん
（
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歳
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細　
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久
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勇
之
さ
ん
（
85
歳
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東
内
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寺
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秋と
き

衛え

（
寛
志
、
男
）

気
比
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井
上　

乃の

愛あ

（
直
人
、
女
）

気
比
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青
山　

新あ
ら
た

（
崇
夫
、
男
）

気
比
庄 

長
谷
川　

元あ
さ
ひ一

（
一
友
、
男
）

気
比
庄 

山
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海か
い

翔と

（
政
義
、
男
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金　
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大
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心こ

成な
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（
俊
明
、
女
）

金　
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瑛え
い

大た

（
大
貴
、
男
）

小
曽
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伊
部　

飛ひ

梨な

太た

（
将
史
、
男
）

樫　

津 

渡
辺　

敢か
ん

太た

（
雄
太
、
男
）

樫　

津 

山
岸　

楓か
え
で

（
照
和
、
女
）

大　

谷 

佐
藤　

大だ
い

智ち

（
久
、
男
）

　

寺 
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拓た
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馬ま

（
佑
太
、
男
）

新　

保 

藤
田　
ひ
ょ
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馬ま

（
恭
平
、
男
）

新　

保 

中
西　

陸り
く

（
賢
一
、
男
）

馬　

場 

坪
川　

陽は
る

人と

（
史
人
、
男
）

細　

野 

伊
部　

花か

音の
ん

（
豪
志
、
女
）

細　

野 

伊
部　

美み

音お
ん

（
豪
志
、
女
）
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―
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―

Ｅ
子 

こ
の
辺
に
は
他
に
ど
ん
な
有
形
文
化
財
が
あ
る
の
で

す
か
？　

学
Ｋ 

こ
こ
か
ら
歩
い
て
い
け
る
と
こ
ろ
で
し
た
ら
、
お
と

な
り
の
劔
神
社
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
あ
の
神
社
に

は
国
・
県
・
町
指
定
ま
で
文
化
財
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
よ
。
な
ん
と
い
っ
て
も
国
宝
の
梵
鐘
が
あ
り
ま
す

か
ら
！

Ｅ
子 

あ
あ
っ
そ
う
で
し
た
！

学
Ｋ 

そ
れ
か
ら
神
社
に
関
連
す
る
無
形
民
俗
文
化
財
が
一

件
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

そ
う
な
の
で
す
か
。

学
Ｋ 

元
々
劔
神
社
の
祭
礼
の
時
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
明
神

ば
や
し
で
す
。

Ｅ
子 

お
祭
り
の
太
鼓
で
す
か
。 

学
Ｋ 

こ
の
太
鼓
芸
能
は
演
奏
の
緩
急
を
は
じ
め
、
全
体
の

進
行
を
支
え
る
伴
奏
役
の「
地じ

」と
呼
ば
れ
る
打
ち
手

が
一
人
、
三
〜
四
人
く
ら
い
の
囃は

や

子し

方か
た

で
あ
る
笛
の

演
奏
者
、
そ
し
て
演
奏
に
あ
た
る
リ
ズ
ム
を
交
代
し

な
が
ら
担
当
す
る
複
数
の
打
ち
手
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｅ
子 

結
構
た
く
さ
ん
の
人
数
が
参
加
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

学
Ｋ 

そ
う
で
す
ね
。
現
在
は
囃
子
方
に
女
の
子
が
参
加
し

た
り
し
て
い
ま
す
が
、
元
々
は
劔
神
社
近
隣
の
「
大

区
」
と
呼
ば
れ
る
地
区
に
住
む
氏
子
男
性
の
み
が
参

加
で
き
ま
し
た
。

Ｅ
子 

へ
え
〜
。

学
Ｋ 

他
と
は
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
「
地
」
以
外

の
太
鼓
演
奏
者
が
使
う
撥ば

ち

が
、
太
く
て
短
い
筒
状
の

形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｅ
子 

普
通
は
太
鼓
の
撥
っ
て
細
長
い
で
す
も
の
ね
。

学
Ｋ 

そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
演
奏
者
は
、太
鼓
を
叩
き
な
が

ら
踊
る
よ
う
な
独
特
の
身
振
り
を
し
ま
す
。

Ｅ
子 

え
！
踊
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

う
ー
ん
。
ど
う
説
明
し
た
ら
い
い
の
か
難
し
い
の
で

す
が
。
耳
の
横
で
招
く
よ
う
に
手
を
動
か
す
「
耳
か

き
」
な
ど
、
独
特
の
型
が
あ
る
の
で
す
。
見
て
い
た
だ

く
の
が
一
番
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
神
社
で
奉
納
さ
れ

る
明
神
ば
や
し
は
小
学
生
く
ら
い
の
子
ど
も
が
演
奏

者
で
す
が
、「
地
」
に
あ
わ
せ
て
一
斉
に
同
じ
型
を
取

り
な
が
ら
太
鼓
を
叩
い
て
い
く
姿
は
、壮
観
で
す
よ
。

Ｅ
子 

こ
の
型
に
何
か
意
味
は
あ
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

現
在
は
一
つ
一
つ
の
型
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の

か
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
太
鼓
は

天
地
の
恵
み
に
対
す
る
感
謝
を
現
し
た
も
の
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
ん
な
太
鼓
芸
能
は
他
に
も
あ
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

そ
う
で
す
ね
。
明
神
ば
や
し
は
劔
神
社
の
御お

わ
た
り幸

大た
い

祭さ
い

の
時
に
、「
だ
い
ず
り
」
と
い
う
曳ひ

き

山や
ま

の
よ
う
な
も
の

の
上
で
演
じ
ら
れ
た
太
鼓
芸
能
が
元
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
御
幸
大
祭
に
関
連
し
て
い
た

近
隣
の
地
区
に
は
、
こ
の
よ
う
な
太
鼓
芸
能
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　

ち
ょ
っ
と
離
れ
て
い
ま
す
が
、
福
井
市
の
馬
鹿
ば
や

し
、
勝
山
市
の
勝
山
左
義
長
も
変
わ
っ
た
身
振
り
で

叩
く
太
鼓
芸
能
で
す
。

涅
槃
図
と
ブ
ッ
ダ

　

八
月
号
の
記
事
で
、
劔
神
社
に
伝
わ
る
「
釈し
ゃ

迦か

八は
っ

相そ
う

涅ね

槃は
ん

図ず

」
の
意
味
を

考
え
る
た
め
、「
釈
迦
八
相
涅
槃
図
」と
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
絵
画
な
の
か

を
説
明
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
涅
槃
図
の
主
題
と
典
拠
に
つ
い
て
見
て
い
き

ま
す
。

　

涅
槃
図
は
、仏
教
の
開
祖
で
あ
る
ブ
ッ
ダ（
釈
迦
）が
亡
く
な
っ
た
瞬
間
が

描
か
れ
た
絵
画
で
す
。
仏
教
の
世
界
で
は
、
宗
教
的
に
目
覚
め
た
人
が
死
ぬ

こ
と
を「
入
に
ゅ
う

滅め
つ

」と
い
い
、「
滅め
つ

度ど

」・「
寂
じ
ゃ
く

滅め
つ

」と
も
訳
さ
れ
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
が

入
滅
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
紀
元
前
三
八
三
年
頃
（
中
村
元　

説
）と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

ブ
ッ
ダ
は
、
イ
ン
ド
北
部
を
治
め
て
い
た
シ
ャ
カ
族
の
出
身
で
あ
り
、
カ

ピ
ラ（
迦
毘
羅
）城
城
主
の
浄
飯
王（
シ
ュ
ッ
ド
ダ
ー
ナ
）と
摩
耶
夫
人（
マ
ー

ヤ
夫
人
）
の
間
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
二
九
歳
の
時
に
出
家
し
、
ま
ず
山
中
に

入
っ
て
六
年
間
に
わ
た
り
苦
行
生
活
を
送
り
ま
し
た
が
そ
の
空
し
さ
を
知

り
、
ボ
ー
ド
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
の
下
で
静
か
に
瞑
想
を
こ
ら
し
、
つ
い
に
悟

り
を
開
い
た
と
経
典
に
記
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ブ
ッ
ダ
は
イ
ン
ド
各
地
を
巡
歴
し
て
多
く
の
人
々
を
教
化
し
ま

し
た
。
八
〇
歳
の
時
、パ
ー
パ
ー
村
に
お
い
て
鍛
冶
屋
の
息
子
・
純
陀（
チ
ュ

ン
ダ
）の
捧
げ
た
食
事（
キ
ノ
コ
ま
た
は
豚
肉
）を
食
べ
食
中
毒
に
な
り
、
ク

シ
ナ
ガ
ラ
の
熙き

連れ
ん

河が

の
ほ
と
り
、
沙
羅
双
樹
の
間
で
入
滅
し
ま
し
た
。
涅
槃

図
は
、ま
さ
に
こ
の
場
面
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

ブ
ッ
ダ
の
入
滅
に
関
す
る
記
事
は
、『
マ
ハ
ー
・
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
・
ス
ッ

タ
ン
タ
』
と
い
う
経
典
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
で
は
「
大

い
な
る
死
」
と
訳
さ
れ
、
古
代
イ
ン
ド
語
で
あ
る
パ
ー
リ
語
で
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
経
典
は
、
主
に
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
に
伝
わ
り
、

か
な
り
古
い
内
容
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
日
本
な
ど

を
含
む
東
ア
ジ
ア
で
は
、、ブ
ッ
ダ
の
入
滅
を
示
す
漢
訳
経
典
と
し
て『
遊
行

経
』が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
南
方
に
伝
わ
っ
た
経
典
と
、
東
ア
ジ
ア
な
ど

の
東
方
に
伝
わ
っ
た
経
典
を
比
較
す
る
と
、
内
容
の
大
枠
は
同
じ
も
の
の
、

細
か
い
描
写
の
違
い
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
劔
神
社
の
資
料
を
は
じ
め
、
日

本
の
涅
槃
図
は
『
遊
行
経
』
を
典
拠
に
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
日
本
独
自

の
様
式
を
も
っ
て
い
ま
す
。
涅
槃
図
に
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
美
意
識
や
宗

教
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

文
責　

織
田
文
化
歴
史
館　

学
芸
員　

村
上
雅
紀
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

11 ／ 2

越
前
町
総
合
美
術
展

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

越
前
町
音
楽
祭

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

歴
史
・
文
化
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

3
越
前
町
総
合
美
術
展

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

歴
史
・
文
化
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

4
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

5
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

6
1歳
6
ヶ
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

7
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

8

9
ふ
れ
あ
い
福
祉
フ
ェ
ス
タ

20
14

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

10
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

11
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

12
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

13
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

14
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

NH
K「
上
方
演
芸
会
」公
開
収
録

18
：
00
～
20
：
00

（
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
）

15
越
前
か
に
ま
つ
り

（
道
の
駅「
越
前
」駐
車
場
）

16
越
前
か
に
ま
つ
り

（
道
の
駅「
越
前
」駐
車
場
）

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

17
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

18
無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

19
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

20
2歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

21
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

22
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画

の
つ
ど
い

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

23
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ア
 

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

越
前
町
社
会
福
祉
の
つ
ど
い

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

24

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

25
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

26
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
道
の
駅「
越
前
」）

離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

27
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

生涯
学習

セン
ター

 糸
生分

館）
発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

28
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
を
い
や
す
相
談
会

13
：
30
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

29
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

30

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

12 ／ 1

結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2
離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

3
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

4
5
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

6

（携帯電話用） （スマートフォン用）
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